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（1）  今の私は学生から，時間はたくさーんある，あります （I-JAS: CCM48-I） 1






























用法の違いについての研究（永野 1952，趙 1988，岩崎 1995他）や，日本語教育において原因・
理由という機能あるいは接続表現の習得に関する研究で，複数ある文法項目のうちの 1つとして









































（5）  から型：先生はき，厳しくないからおもしろい （C3-2）
（6）  * 4 だ－から：調査者：少ないじゃない
         学習者：研究生から （C3-2）
②「から型」に加え，「だから型」が出現し始めると，非規範的な「だ－から」は減少する。
（7）  だから型： 2階たってのアパート，んー，こんな，アパート，日本経済大国だから，多分 
もうないかなー，の，き，おー，来る前は思ったんです （C3-5）
③ その後，「から型」，「だから型」の使用とともに，不要な「だ」を付加する別の非規範的な使
3 このコーパスは JSL環境の中国語母語話者 3名，韓国語母語話者 3名を対象に，縦断的に 3年間，発話デー
タを収集（3～ 4か月に 1回）したデータで，のちにバージョンアップし，Corpus of Japanese as a Second 
Language（C-JAS）となる。
4 *は非規範的な使用を示す。
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用「だ＋から」が出現する。

















































































り，2019年 12月時点では全データ 1,050名分中，第四次データまでの 875名分が公開されている。
収録されているデータは，発話データ，作文データともに多岐にわたる 7種類 12タスクで，そ
のうち今回分析に使用したデータは「対話」タスクのデータである。「対話」は調査参加者と調









学習者の日本語の習熟度は SPOTおよび J-CATでレベル判定が行われている。今回は SPOT 90
の点数 6に従い，日本語のレベルを初級，中級，上級に分類した。レベル別の人数は，初級 17名，
中級 103名，上級 30名であった。
6 SPOTの点数解釈表では 0～ 30：入門，31～ 55：初級，56～ 80：中級，81～ 90：上級となっている。
http://ttbj-tsukuba.org/p1.html
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4.2 分析方法


















































～から（規範） 「だ」脱落（非規範） ～だから（規範） 「だ」付加（非規範）
PMW 割合（%） PMW 割合（%） PMW 割合（%） PMW 割合（%）
初級 2383.1 86.8 253.8 9.2 71.9 2.6 36.0 1.3
中級 3600.6 85.3 36.4 0.9 418.4 9.9 164.9 3.9

























～ので（規範） 「な」脱落（非規範） ～なので（規範） 「な」付加（非規範）
PMW 割合（%） PMW 割合（%） PMW 割合（%） PMW 割合（%）
初級 65.1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
中級 1586.4 81.5 36.7 1.9 295.2 15.2 28.2 1.4
上級 3186.6 76.6 11.7 0.3 942.4 22.7 18.2 0.4
　そして，中級になると「～ので」，「な」脱落，「～なので」，「な」付加，全ての分類が出現し
たが，規範的な使用の「～ので」は PMWが 1586.4回と全体の 81.5%を占めており，「～なので」
は PMWが 295.2回と 15.2%で，圧倒的に「～ので」の方が多かった。非規範的な使用について
は，「な」脱落の PMWが 36.7回，「な」付加の PMWが 28.2回と，両方の使用が見られ，そこ
まで大きな差ではないが，「な」脱落の方が多い結果であった。
　その後，上級でも中級と同じく 4つすべての分類が出現しているが，「～なので」の使用数は
中級の 295.2回から 942.4回と 3倍近くも増え，「～なので」の習得が進んでいることが分かる。






















KKD19 5 0 CCM24 7 0
EAU09 2 1 EUS24 2 0
中級
EUS15 2 0 EAU18 1 0
EAU20 1 0 EUS14 1 0
CCM46 1 0 CCM25 0 1
CCM48 1 0 EAU32 0 2
CCM33 1 0 EAU24 0 1




CCM32 0 3 KKD23 0 1
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表 6　日本語の教科書での接続助詞「～から」「～ので」の導入課
「～から」 「～ので」
Situational Functional Japanese Vol.1・Vol.2 第 4課／初級全 16課 第 9 課／初級全 16課
みんなの日本語初級 I・II 第 9課／初級全 50課 第 39課／初級全 50課



























助詞「～から」では初級で「だ」脱落の PMWが 253.8回，中級で「だ」付加の PMWが 164.9
回見られているが，接続助詞「～ので」では，中級で「な」脱落の PMWが 36.7回，「な」付加






















Situational Functional Japanese Vol.1・Vol.2 なし（「丁寧形＋から」のみ） あり（「普通形＋ので」のみ）
みんなの日本語初級 I・II なし（「丁寧形＋から」のみ） あり（「普通形＋ので」のみ）
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Developmental Process of Conjunctive Particle “kara” in Japanese Language 
Learners: A Comparison of the Learning Environment and  
Conjunctive Particle “node”
SASAKI Aiko
Doctoral Course The United Graduate School of Education  
Tokyo Gakugei University (Yokohama National Univarsity)/
Adjunct Researcher, JSL Research Division, Research Department, NINJAL
Abstract
This research aims to examine the developmental process of the conjunctive particle “から (kara)” 
by learners of different educational environments (i.e. second vs foreign language classrooms), and 
contrast it with “ので (node)”, another conjunctive particle, using the International Corpus of 
Japanese as a Second Language (I-JAS) of the National Institute for Japanese Language and 
Linguistics (NINJAL). The learners are Korean, Chinese, and English L1 speakers who have 
studied Japanese in their own countries.
  There are three main results found: 1) the development of “kara” is the same for foreign and 
second language learners; 2) even though “kara” and “node” are grammatically different, however 
they follow the same developmental process; and 3) although “kara” and “node” follow the same 
developmental process, the stage of development and the speed of development are different, and 
misuse is less likely to occur in the use of “node” than “kara”. The reason for point 3) may potentially 
be due to the earlier introduction of the grammar “kara” than “node” in Japanese language classes, 
the function is redundant hence using “kara” may have been sufficient, and “node” has more 
restrictions in its use.
Key words:  Japanese language learners, developmental process, conjunctive particles “kara” and 
“node”, Learner corpus “I-JAS”
